2017年2月12日～13日　時事共同ＮＨＫ
日米首脳会談、北朝鮮ミサイル
トランプ氏と距離縮め過ぎ＝民進幹事長
　民進党の野田佳彦幹事長は１２日、千葉市で開いた党の会合で、トランプ米大統領との首脳会談に臨んだ安倍晋三首相の対応について「世界の首脳と違って極端に距離を縮め過ぎた。一気に間合いを詰めた分、これから本当に（日本の主張を）言えるかどうかが心配だ」と懸念を示した。（時事通信2017/02/12-17:40）
安倍首相、トランプ氏と２７ホール＝ゴルフ交え信頼構築の２日間
　【パームビーチ（米フロリダ州）時事】安倍晋三首相は１１日、トランプ米大統領とともに滞在先のフロリダ州パームビーチで共通の趣味であるゴルフを楽しんだ。プレーは通例の１．５倍の２７ホール。１０日の首脳会談に始まり、２夜連続となった１１日の夕食会までほぼ２日間をトランプ氏と過ごし、個人的な信頼関係構築に励んだ。
　首相は１１日午前、宿泊先のトランプ氏所有の豪邸「マー・ア・ラゴ」から、大統領専用車「ビースト」で郊外の「トランプ・ナショナル・ゴルフ・クラブ・ジュピター」に移り、１８ホールを回った。世界ランク１位になったこともあるプロゴルファーのアーニー・エルスさんらが同伴した。午後は両首脳２人だけで、もう一つのゴルフ場「トランプ・インターナショナル・ゴルフ・クラブ・ウエストパームビーチ」で９ホールをこなした。
　トランプ氏は自身のツイッターに、首相とプレー中にハイタッチを交わす写真を掲載。「首相を米国に迎え、最高の時間を過ごしている」と書き込んだ。ホワイトハウスは、トランプ氏が首相とゴルフを楽しみ、幅広い課題について「素晴らしい意見交換」ができたと発表した。
　外務省によると、日本の首相が米大統領とゴルフをするのは、１９５７年に安倍氏の祖父である岸信介首相がアイゼンハワー大統領とワシントン郊外のコースを回って以来６０年ぶり。　
　昨年１１月のニューヨークでの初顔合わせの際、首相がドライバーを、トランプ氏がゴルフウエアをそれぞれ贈ったことがきっかけ。１月下旬の電話会談で首相が誘い、トランプ氏が首脳会談後に温暖なフロリダに移動してプレーすることを提案した。同氏とのゴルフに野党から批判や反対論もあったが、首相は信頼関係づくりを優先させた。
　２度の夕食会はマー・ア・ラゴで開かれ、昭恵、メラニア両夫人らが同席した。（時事通信2017/02/12-17:06）
トランプ氏年内訪日へ調整　安倍首相、帰国の途
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一連の日程を終え、帰国の途に就く安倍首相と昭恵夫人＝12日、米フロリダ州パームビーチ（共同）

　【パームビーチ共同】安倍晋三首相は12日午前（日本時間同日夜）、トランプ米大統領との会談など米国での一連の日程を終え、米南部フロリダ州のパームビーチ国際空港から政府専用機で帰国の途に就いた。日米両政府はトランプ氏の年内の日本公式訪問に向け、日程調整に着手する。両首脳は、5月の主要国首脳会議（サミット）や秋のアジア太平洋経済協力会議（APEC）首脳会議などに合わせて対話を重ね、信頼醸成をさらに進めるとみられる。

　首相はパームビーチで、トランプ氏からゴルフや2回の夕食会に招待されるなど異例の厚遇を受けた。

首相 首脳会談など終えアメリカを出発
ＮＨＫ2月12日 22時20分
アメリカ南部フロリダ州を訪れていた安倍総理大臣は、トランプ大統領と２日間にわたって、夕食をとりながら意見を交わしたほか、北朝鮮の弾道ミサイル発射を受けて、急きょトランプ大統領とともに共同で声明を発表して、日本時間の１２日夜、現地を出発し、帰国の途につきました。
アメリカを訪れていた安倍総理大臣は１１日、ワシントンでトランプ大統領との初めての日米首脳会談に臨み、厳しさが増すアジア太平洋地域の安全保障環境への懸念を共有し、同盟関係の強化に取り組むことで一致しました。
また、麻生副総理とペンス副大統領のもとに経済対話を発足させ、財政・金融政策などのマクロ経済政策での連携や、２国間の貿易に関する枠組みなどを包括的に議論していくことを確認しました。
首脳会談を終えたあと、安倍総理大臣は昭恵夫人を伴い、トランプ大統領夫妻とともにアメリカの大統領専用機・エアフォース・ワンに搭乗し、南部フロリダ州パームビーチの大統領の別荘を訪れ、１１日と１２日の２日間にわたって大統領と夕食をとりながら意見を交わしたほか、大統領と一緒にゴルフをプレーしました。
外務省によりますと、日本の総理大臣がアメリカの大統領とゴルフをするのは、過去に安倍総理大臣の祖父で、当時の岸信介総理大臣とアイゼンハワー大統領の例があるということです。
一方、安倍総理大臣は北朝鮮が弾道ミサイルを発射したことを受けて急きょ、トランプ大統領とともに共同で声明を発表し、「北朝鮮のミサイル発射は断じて容認できない」と述べたうえで、日米両国が緊密に連携し、対応を強化していくことで一致したことを明らかにしました。
一連の日程などを終えた安倍総理大臣は、日本時間の１２日夜、フロリダのパームビーチ国際空港を政府専用機で出発し、帰国の途につきました。
日米首脳 北朝鮮を非難 トランプ大統領“１００％日本とともに”
ＮＨＫ2月12日 13時15分
安倍総理大臣は、北朝鮮の弾道ミサイル発射を受けてアメリカのトランプ大統領と共同で声明を発表し、断じて容認できないと非難するとともに、日米両国が緊密に連携し、対応を強化していくことで一致したことを明らかにしました。また、トランプ大統領は「すべての人は、アメリカが、日本と１００％ともにあることを知るべきだ」と述べました。
北朝鮮が弾道ミサイルを発射したことを受けて、安倍総理大臣とアメリカのトランプ大統領は、夕食会のあと、日本時間の午後０時半すぎ、滞在先のフロリダ州の大統領の別荘で共同で声明を発表しました。
この中で、安倍総理大臣は「北朝鮮のミサイル発射は断じて容認できない。北朝鮮は、国連決議を完全に順守すべきだ。先ほど、トランプ大統領との首脳会談で米国は常に１００％、日本とともにあると明言した。トランプ大統領はその意思を示すために私の隣に立っている」と述べました。
そのうえで、安倍総理大臣は「私とトランプ大統領は日米同盟をさらに緊密化し、強化していくことで完全に一致した」と述べました。
また、トランプ大統領は「すべての人は、アメリカが偉大な同盟国、日本と１００％ともにあることを知るべきだ」と述べ、日本と緊密に連携して北朝鮮に対処していく考えを強調しました。
トランプ大統領は前日の記者会見で、「北朝鮮の核やミサイルの脅威からの防衛は極めて高い優先事項だ」と述べ、北朝鮮の核やミサイルの開発への対応に優先的に取り組んでいく考えを明らかにしていました。
与野党、北朝鮮ミサイル発射批判　「厳格な対応必要」と自民
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　与野党は12日、北朝鮮の弾道ミサイル発射を強く批判した。自民党は北朝鮮核実験・ミサイル問題対策本部（本部長・二階俊博幹事長）の幹部会合を党本部で開き、日米首脳会談を踏まえた挑発行為だとして、新たな制裁を含め政府に厳格な対応を求める方針で一致した。

　二階氏はあいさつで「米韓両国はもちろん、北朝鮮との関係の深い中国、ロシアの協力も含めた国際社会と連携が重要だ」と述べた。

　公明党の山口那津男代表は大分市で「断じて許すことはできない」などと記者団に述べた。

　共産党の志位和夫委員長は「厳しく批判し、抗議する」などとのコメントを発表した。
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